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博士論文の要旨
　キチナーゼを生産する細菌は、自然界で毎年膨大な量生産される結晶性難分解性の多糖で

あるキチンを分解し、その構成要素を生態系の中で循環させる上で、大変重要な役割を果た

している。申請論文の研究は、遺伝学的および生化学的手法を用いて細菌のキチン分解利用

機構を解明することを目的として行われた。その内容は、以下のように要約することができ

る。

3θ〃∂亡∫・陥rcθscθηsのキチン分解物資化におけるキトビアー一ゼとGlcNAcパーミアーゼの役

割　　　　　　　　　　　　・
　＆加∂roθscθηsが生産するキチナーゼは、キチンを分解して主としてキトビオース
（GIcNAc）2を生ずる。この（GlcNAc）2の資化における、キトビァーゼの役割を明らかにするこ

とを試みた。キトビアーゼは菌体内に多く存在しており、特にペリプラズムに局在すること

が強く示唆された。また、その発現には（GlcNAc）2の取り込みが重要であることが分かった。

そして、（GlcNAc）2は、（GlcNAc）2特異的PTSパーミアーゼから取り込まれる以外に・キトビ

アーゼにより分解されてGlcNAc特異的PTSパーミアーゼから取り込まれるものがあることが
証明された。これらのことから、　（GlcNAc）2の効率的な利用には（GlcNAc）2とGlcNAcの両方

の取り込みが重要であることがわかった。

拍甜遺伝子とキチナーゼ発現の関係
　キトビアーゼ遺伝子の近傍を解析した結果、キトビアーゼ遺伝子はその上流にある功f臥
γわfNとオペロンを形成していることが明らかとなった。γb斑遺伝子にキチナーゼ発現に関与
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する領域があることがわかったため、その領域の特定を試みた。その結果、yb甜転写産物の
5’－UTRがキチナーゼ発現に必要であることが明らかとなった。次に、（GlcNAc）2特異的Enzyme

II　Aをコードする遺伝子c肋Aの同定を試みた。その結果、大腸菌ChbAと相同の蛋白質をコ

ードするORFを見いだし、それがc肋Aであることを証明した。

β∂o〃1〃801ro〃1∂ηs　WL－12由来キチナーゼA1の全長構造の解明

　丑c舵μ1α燗キチナーゼA1は高い結晶性キチン分解活性を持つキチナーゼであり、N末端側

から活性ドメイン、2っのフィプロネクチンタイプIII様ドメイン、キチン吸着ドメインから

構成されている。これまでに各ドメインの高分解能の立体構造が明らかにされているが、分子

全体の構造は明らかにされていない。そこで、X線小角散乱法を用いて溶液中に存在するキチ

ナーゼA1の全体構造の解明を試みた。その結果、キチナーゼA1の慣性半径は40．0土0．7A、

最大径は145土5Aで、全体的に伸びた構造をしており、2つのFnIIIDの存在により、CatDと

ChBDの間は約75A離れていることが分かった。

審査結果の要旨
　申請論文の研究は、5θrra亡ゴ∂marcθSCθηSとB∂d11αS　dr四1aηSをモデルとして、細菌の

キチン分解利用機構を解明することを目的として行われたものである。鼠朋roθscθηsが生産

するキチナーゼによってキチンが分解されると、肝acety191ucosamineの2糖であるキトビオ
ース（GlcNAc）2を生ずる。本研究によって、このキトビオニスの取り込み利用が、（GlcNAc）2

特異的PTSパーミアーゼで取り込まれる経路と、キトビアーゼにより分解されてGlcNAc特異

的PTSパーミアーゼから取り込まれる経路の、二つの経路によって効率的におこなわれること

が明らかにされた。また、キトビアーゼ遺伝子は、その上流にあるyb甜およびyb創とオペロ

ンを形成しており、yb甜遺伝子の5’－UTRがキチナーゼ発現に必要であることがわかった。

さらに、X線小角散乱法によって、高い結晶性キチン分解能を持ち4つのドメインからなる五

cゴr四1∂ηsWL－12由来キチナーゼA1の全長構造が決定された。

　本論文に述べられているこれらの研究成果は、細菌による結晶性キチン分解利用機構に関し

て、画期的な知見を与えるものであり、その意義はきわめて大きい。よって、本申請論文は博

士（農学）の学位論文として充分な内容を持つものと判定した。


